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２
０
１
８
年
４
月
16
日
～
20
日
、
ス
イ
ス
・

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
本
部
に
お
い
て
、「
公

共
緊
急
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
会
議
（
Ｐ

Ｅ
Ｓ
）」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
条
約
・

勧
告
と
あ
わ
せ
て
国
際
労
働
基
準
の
一
つ
に

位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
と
同

様
に
、
政
府
・
労
働
者
・
使
用
者
の
代
表
者

が
相
互
に
議
論
す
る
形
式
で
会
議
が
進
め
ら

れ
る
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
事
務
局
か
ら
事
前
に
提
起
さ

れ
た
115
の
個
別
項
目
に
つ
い
て
、
政
労
使
が

交
渉
し
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方
式
で
採
択
す
る

会
議
で
あ
る
。

　

今
回
、
全
消
協
の
竹
内
洋
司
事
務
局
長
が

Ｐ
Ｓ
Ｉ

－

Ｊ
Ｃ
（
国
際
公
務
労
連
加
盟
組
合

日
本
協
議
会
）
を
代
表
し
、
労
働
者
側
の
専

門
家
８
人
の
一
員
と
し
て
参
画
し
た
。

　

労
働
者
の
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
は
、

Ｐ
Ｓ
Ｉ
の
デ
イ
ビ
ッ
ト
書
記
次
長
が
進
行
し
、

竹
内
事
務
局
長
を
含
む
専
門
家
８
人
と
テ
ク

ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
個
別
項
目
を
協
議
し
、

労
働
者
側
の
意
見
を
ま
と

め
全
体
会
議
に
臨
ん
だ
。

　

全
消
協
と
し
て
Ｉ
Ｌ
Ｏ

87
号
条
約
（
団
結
権
）
や

労
働
時
間
・
安
全
衛
生
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る

こ
と
な
ど
、
日
本
の
消
防

職
員
の
現
状
を
説
明
し
、

具
体
的
な
提
起
を
行
っ
た
。

ま
た
、
全
消
協
に
限
ら
ず

Ｐ
Ｓ
Ｉ

－

Ｊ
Ｃ
の
産
別

組
合
か
ら
託
さ
れ
た
集
約

意
見
も
同
様
に
提
起
し
た
。

５
日
間
に
わ
た
っ
た
全
体

会
議
の
交
渉
に
お
い
て
、

政
・
労
・
使
の
意
見
が
一

致
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
場
面
が
あ
る
一
方
、

三
者
の
意
見
が
対
立
す
る
案
件
も
あ
り
、
短

時
間
の
中
で
戦
略
的
な
判
断
が
迫
ら
れ
る
局

面
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
項
目
、
段
落
、
語

句
に
着
目
し
、
細
か
い
議
論
を
重
ね
、
個
別

項
目
は
129
に
広
が
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

よ
り
具
体
的
な
内
容
を
含
む
形
で
、
最
終
日

に
す
べ
て
が
採
択
さ
れ
た
。

会
議
を
終
え
て
の
所
感

事
務
局
長
　
竹
内 

洋
司

　

今
回
の
会
議
に
Ｐ
Ｓ
Ｉ

－

Ｊ
Ｃ
を
代
表
し
て
参
加
し
、

東
日
本
大
震
災
な
ど
数
多
く
の
災
害
対
応
に
従
事
す
る
日
本

の
公
務
労
働
者
の
現
状
を
訴
え
た
。
初
動
対
応
の
消
防
職
員

だ
け
で
は
な
く
、
医
療
従
事
者
、
水
道
事
業
な
ど
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
関
係
者
や
地
方
自
治
体
の
職
員
が
抱
え
る
現
状
と
課
題

を
踏
ま
え
、
意
見
を
提
起
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
反
映
で
き
た
こ
と

は
非
常
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

今
後
重
要
な
こ
と
は
、
日
本
の
公
共
緊
急
サ
ー
ビ
ス
に
従

事
す
る
す
べ
て
の
労
働
者
が
、
現
状
の
問
題
を
改
善
す
べ
く
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
活
か
し
た
取
り
組
み
を
実
践
す
る
こ
と
。

ま
た
、
こ
の
結
果
を
全
消
協
に
結
集
す
る
会
員
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
こ
と
。こ
れ
ら
の
行
動
が
、よ
り
良
い
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
資
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
察
す
る
。

　

ま
た
、
休
憩
中
に
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
ガ
イ
ラ
イ
ダ
ー
事
務
局
長

と
対
面
し
、「
日
本
の
消
防
職
員
が
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
会
議
に
関
与
し
、
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
非
常
に
意

義
が
あ
り
、
価
値
の
あ
る
行
動
だ
」
と
の
言
葉
を
頂
戴
し
た
。

　

今
回
の
国
際
会
議
の
場
に
お
け
る
全
消
協
の
意
見
陳
述
は
、

２
０
１
７
年
11
月
、
Ｐ
Ｓ
Ｉ
第
30
回
世
界
大
会
で
の
全
消
協

の
村
上
会
長
と
ガ
イ
ラ
イ
ダ
ー
事
務
局
長
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
続
き
、
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ

の
国
際
連
帯
活
動
は
、
２
０
１
８
年
６
月
の
第
107
回
Ｉ
Ｌ
Ｏ

総
会
で
、
日
本
の
消
防
職
員
の
団
結
権
付
与
に
つ
い
て
、
事

実
上
11
回
目
の
勧
告
に
繋
が
っ
た
。

　

全
消
協
は
、
こ
の
成
果
を
基
礎
に
し
て
今
後
も
活
動
を
推

進
す
る
所
存
で
あ
る
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
公
共
緊
急
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
会
議

ILO本部、「政府・労働者・使用者」全体会議の様子

ガイライダーILO事務局長
労働者専門家ミーティングの様子
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５
つ
の
専
門
分
野
に
分
か
れ

分
科
会
を
開
催
！

〜
担
当
し
た
幹
事
の
所
感
〜

　

村
上
直
樹
会
長
よ
り
、

「
本
研
究
集
会
を
通
じ

て
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
が
知
識
を
深
め
、
質

の
高
い
消
防
サ
ー
ビ
ス

を
習
得
し
、
充
実
し
た

研
修
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
主
催

者
挨
拶
を
述
べ
た
。

第
１
分
科
会
︻
組
織
強
化
・
拡
大
︼

　

全
消
協
発
足
の
大
き
な
き
っ
か
け
と

な
っ
た
宮
崎
県
消
協
が
作
成
し
た
40
周

年
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
、
そ
の
後
、

組
織
拡
大
と
し
て
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
、
鹿

児
島
県
消
協
の
実
例
を
紹
介
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、「
新
入
会

員
説
明
会
」、「
未
組
織
へ
の
オ
ル
グ
」、

「
青
年
部
の
立
ち
上
げ
」
を
討
議
し
、

グ
ル
ー
プ
発
表
を
行
っ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
各
単
協
の
成
り
立

ち
の
違
い
を
学
ん
だ
ほ
か
、
未
組
織
参

加
者
へ
の
エ
ー
ル
も
あ
り
、
大
変
白
熱

し
た
議
論
と
な
っ
た
。 

（
佐
藤
）

第
２
分
科
会
︻
賃
金
・
労
働
条
件
︼

　
「
消
防
職
員
で
あ
る
前
に
我
々
は
労

働
者
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
。
何
の
た

め
に
消
防
へ
働
き
に
行
っ
て
い
る
の
か
、

に
重
点
を
置
い
て
講
義
を
行
っ
た
。
参

加
い
た
だ
い
た
方
々
も
非
常
に
熱
心
で
、

今
何
が
必
要
で
ど
う
す
べ
き
か
。
強
い

眼
差
し
を
感
じ
、
私
自
身
と
て
も
力
が

入
っ
た
。

　

労
働
基
準
法
は
労
働
条
件
の
最
低
基

準
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
自
分
た
ち

の
職
場
の
労
働
条
件
を
自
分
た
ち
で
確

保
し
て
い
く
た
め
、
と
も
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。 

（
大
山
）

第
３
分
科
会
︻
労
働
安
全
衛
生
︼

　
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
と
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
、
職
場
に
お
け
る

ス
ト
レ
ス
に
対
処
す
る
考
え
方
や
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
事
例
を
紹
介
し
た
。

　

そ
の
後
、
自
治
労
本
部
の
白
井
桂
子

法
対
労
安
局
長
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

に
関
し
て
講
義
を
行
っ
た
。
自
身
が
経

験
し
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
紹
介
や
対
応

策
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
い
解
説
を
い

た
だ
い
た
。

　

誰
で
も
メ
ン
タ
ル
不
調
に
陥
っ
た
り
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
加
害
者
や
被
害
者
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
回
の
分
科
会

が
、
各
消
防
本
部
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

 

（
山
端
・
本
多
）

第
４
分
科
会
︻
救
急
医
療
体
制
︼

　
「
救
急
隊
員
に
必
要
な
接
遇
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
、
講
師
を

務
め
た
株
式
会
社
エ
ン
パ
ワ
ー
21
の
能

勢
み
ゆ
き
代
表
取
締
役
か
ら
、
救
急
隊

員
が
活
動
に
際
し
て
注
意
す
る
べ
き
点

を
教
え
て
い
た
だ
き
、
傷
病
者
役
・
隊

員
役
を
想
定
し
て
、「
ク
ッ
シ
ョ
ン
言

葉
」
の
使
い
方
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
た
。

　

接
遇
が
救
急
活
動
に
必
要
な
の
か
と

疑
問
に
感

じ
て
い
た
受

講
者
も
い
た

が
、
サ
ー
ビ

ス
業
に
お
け

る
一
般
的

な
接
客
と
は

大
き
く
異
な

り
、
傷
病
者

の
観
察
に

必
要
な
聞

き
取
り
の
ス
キ
ル
の
必
要
性
が
理
解
で

き
た
。

　

ま
た
、
接
遇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
高
ま
れ
ば
、
傷
病
者
か
ら
の
信

頼
が
得
ら
れ
、
迅
速
・
的
確
な
情
報
聴

取
に
繋
が
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
と
の

声
も
あ
っ
た
。 

（
福
嶋
・
返
町
）

第
５
分
科
会

︻
男
女
平
等
参
画
・
国
際
連
帯
活
動
︼

　

公
務
職
場
の
み
な
ら
ず
、
民
間
企
業

等
も
含
め
世
界
的
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
が
進
ん
で
い
る
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の

対
応
に
つ
い
て
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

　

全
消
協
の
各
種
行
事
に
お
い
て
取
り

上
げ
て
き
た
た
め
、
参
加
者
の
認
知
度

は
以
前
よ
り
格
段
に
上
が
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
組
織
（
単
協
）
と
し
て
の
取

り
組
み
や
対
応
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ

は
依
然
と
し
て
少
な
い
。

　

今
後
、
組
織
（
単
協
）
と
し
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
の
か
、

考
え
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。 

（
吉
田
・
川
上
・
西
尾
）

　

来
賓
に
は
、
開
催
地
の
岡
山
県
を
代

表
し
、
新
見
市
消
防
職
員
協
議
会
の
竹

本
典
孝
会
長
、
自
治
労
本
部
の
杣
谷
尚

彦
副
委
員
長
、
自
治
労
岡
山
県
本
部
の

古
林
久
和
委
員
長
、
そ
し
て
第
25
回
参

議
院
議
員
選
挙
自
治
労
組
織
内
候
補
予

定
者
で
あ
る
岸
ま
き
こ
さ
ん
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
力
強
い
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

本
部
提
起

消
防
職
場
の
問
題
と
課
題
の
解
決
に
む

け
て

　

吉
村
大
作
事
務
局
次
長
よ
り
、
組
織

強
化
・
拡
大
の
新
た
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
策
定
や
、
緊
急
消
防
援
助
隊
の

課
題
、
労
働
安
全
衛
生
・
各
種
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
な
ら
び
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に

対
し
て
の
取
り
組
み
、
救
急
需
要
対
策
、

国
際
連
帯
に
よ
る
団
結
権
の
回
復
に
つ

い
て
提
起
を
行
っ
た
。

２
０
１
８
年
度
全
消
協
活
動
経
過
報
告

① 

Ｐ
Ｓ
Ｉ
第
30
回
世
界
大
会
・
Ｉ
Ｌ
Ｏ

公
共
緊
急
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
会
議
報
告

　

竹
内
洋
司
事
務
局
長
よ
り
、
Ｐ
Ｓ
Ｉ

世
界
大
会
と
Ｉ
Ｌ
Ｏ
会
議
に
お
い
て
、

日
本
の
消
防
職
場
の
問
題
点
や
、
団
結

権
回
復
の
必
要
性
の
討
議
が
行
わ
れ
た

こ
と
、
ま
た
、
Ｐ
Ｓ
Ｉ
活
動
を
通
じ
た

国
際
連
帯
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

② 
女
性
連
絡
会
２
０
１
８
年
度
活
動
報
告

　

青
木
玲
奈
女
性
代
表
よ
り
、
２
０
１

８
年
度
に
女
性
連
絡
会
が
行
っ
た
会
議

や
総
務
省
消
防
庁
と
の
意
見
交
換
、
各

種
事
業
へ
の
参
加
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

記
念
講
演

「
我
が
国
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
」

〜
シ
ン
ゴ
ジ
ラ
が
語
る
我
が
国
の
危
機

管
理
に
つ
い
て
〜

　

大
庭
誠
司
前
総
務
省
消
防
庁
次
長
が
、

官
邸
で
の
危
機
管
理
体
制
を
は
じ
め
、

地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
発
生
時
の
初

動
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、

ま
た
、
そ
れ
ら
災
害
に
対
す
る
地
域
防

災
力
の
強
化
に
は
何
が
必
要
か
、
な
ど

に
つ
い
て
講
演
し
た
。

第
46
回
全
国
消
防
職
員
研
究
集
会

２
０
１
８
年
６
月
８
日
～
９
日
の
２
日
間
、
岡
山
国
際
ホ
テ
ル
︵
岡
山
県
︶
で
開
催
、

140
単
協
、
302
人
が
参
加
し
た
。

全消協
全体集会
初日

分科会
２日目
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社
会
の
非
常
識
？
」
と
し
た
。
こ
れ
に

は
女
性
幹
事
が
自
治
労
の
女
性
職
員
と

消
防
職
場
の
話
を
し
た
際
に
、
消
防
で

は
常
識
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
一
般
的

に
は
実
は
非
常
識
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
た
経
験
が
あ
っ
た
。「
ち
ょ
っ

と
嫌
だ
け
ど
、
あ
た
り
前
だ
か
ら
私
が

我
慢
す
れ
ば
︙
」
と
思
っ
て
い
る
こ
と

が
、
外
か
ら
見
る
と
「
あ
り
得
な
い
」

こ
と
で
、
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
感
じ

た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
現
状
を
女
性
消
防
職
員

の
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
も
ら
い

た
い
、
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
、
他
職
種
で
あ
る
自
治
労

女
性
職
員
の
方
々
に
も
参
加
を

依
頼
し
、
交
流
す
る
機
会
を

作
っ
た
。

　

交
流
会
は
、
開
始
前
か
ら
活

発
に
名
刺
交
換
や
雑
談
を
す
る

様
子
が
見
受
け
ら
れ
、
終
始
明

る
く
和
や
か
な
雰
囲
気
で
あ
っ

た
。

　

内
容
は

　

① 

女
性
連
絡
会
の
活
動
紹
介

　

② 

複
数
本
部
の
女
性
仮
眠
室

の
紹
介

　

③ 

フ
リ
ー
ト
ー
ク

さ
れ
て
き
た
」
と
述
べ
た
。

　

日
本
の
消
防
職
員
へ
の
団
結
権
問
題

を
直
近
の
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
全

消
協
の
取
り
組
み
を
高
く
評
価
し
た
。

１
日
目

　

青
木
真
理
子
Ｐ
Ｓ
Ｉ

－

Ｊ
Ｃ
女
性

委
員
会
議
長
が
、「
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
～
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
む
け

て
～
」
と
題
す
る
提
起
を
行
っ
た
。
そ

の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
お
け
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
態
、
解
決
策
、
予
防

策
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
討
議
し
、
発
表

を
行
っ
た
。

２
日
目

　

増
原
裕
子
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
連
合
会
事
務

局
長
代
理
／
株
式
会
社
ト
ロ
ワ
・
ク

ル
ー
ル
代
表
取
締
役
が
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

Ｉ
と
は
」
と
題
し
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
Ｉ

の
基
礎
知
識
を
は
じ
め
、
自
身
の
経
験

　

６
月
９
日
、
第
１
回
女
性
連
絡
会
交

流
会
を
岡
山
市
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
全
消
協
各
種
行
事
の
昼

食
時
間
に
、
年
数
回
の
意
見
交
換
会
を

行
っ
て
き
た
が
、「
も
っ
と
意
見
交
換

す
る
機
会
が
ほ
し
い
」
と
い
う
参
加
者

の
要
望
も
あ
り
、
協
議
を
重
ね
て
今
回

初
の
開
催
に
至
っ
た
。

　

交
流
会
の
テ
ー
マ
は
、「
消
防
の
ク

セ
は
す
ご
い
ん
じ
ゃ
～
消
防
の
常
識
は

　

６
月
22
～
23
日
、
東
京
・
自
治
労
会

館
で
２
０
１
８
年
度
男
女
平
等
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
全
消
協
か
ら
は

村
上
直
樹
会
長
、
竹
内
洋
司
事
務
局
長
、

西
尾
基
貴
幹
事
、
吉
田
真
也
ユ
ー
ス
部

代
表
、
岡
久
佳
乃
子
女
性
連
絡
会
副
代

表
、
伊
藤
達
也
ユ
ー
ス
部
幹
事
、
仲
野

桂
太
特
別
幹
事
、
福
山
優
花
前
女
性
連

絡
会
幹
事
の
8
人
が
参
加
し
た
。

　

今
年
の
男
女
平
等
セ
ミ
ナ
ー
は
、
Ｐ

Ｓ
Ｉ

－

Ｊ
Ｃ
30
周
年
設
立
記
念
講
演

と
あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
。
記
念
講
演

の
た
め
に
来
日
し
た
ロ
ー
ザ
Ｐ
Ｓ
Ｉ
書

記
長
は
、「
５
月
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
の
場
で
、

日
本
に
お
け
る
消
防
職
員
お
よ
び
刑
事

施
設
職
員
の
団
結
権
、
団
体
交
渉
権
を

獲
得
す
る
た
め
に
と
も
に
活
動
を
し
て

き
た
。
結
果
と
し
て
条
約
勧
告
適
用
委

員
会
か
ら
も
理
解
を
示
す
旨
の
コ
メ
ン

ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
全
消
協
の

み
な
さ
ん
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ス
ポ
ン

ダ
ー
（
緊
急
事
態
従
事
者
）
と
し
て
対

応
す
る
職
員
の
権
利
、
労
働
条
件
が
い

か
に
重
要
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
訴

え
て
こ
ら
れ
た
。
全
消
協
の
村
上
会
長
、

竹
内
事
務
局
長
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開

催
さ
れ
た
Ｐ
Ｓ
Ｉ
世
界
大
会
で
の
パ
ネ

ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
三
者
構
成

専
門
会
議
の
場
で
重
要
な
役
割
を
果
た

の
３
部
構
成
。
と
く
に
、
フ
リ
ー
ト
ー

ク
の
中
で
「
災
害
派
遣
先
で
の
ト
イ
レ

問
題
」
に
話
が
及
ぶ
と
、
派
遣
経
験
者

の
話
を
共
有
し
た
り
、
長
時
間
の
災
害

現
場
活
動
時
も
同
様
で
あ
る
と
い
う
意

見
な
ど
、
活
発
に
発
言
が
み
ら
れ
た
。

皆
同
様
の
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
共
有
を

は
か
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
交
流
会

の
継
続
開
催
を
期
待
す
る
内
容
な
ど
が

多
い
こ
と
か
ら
、
開
催
地
や
開
催
方
法

な
ど
を
検
討
し
、
今
後
も
、
よ
り
多
く

の
職
員
に
交
流
や
情
報
共
有
の
場
を
継

続
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き

た
い
。

や
事
例
を
交
え
な
が
ら
、
対
応
策
に
つ

い
て
講
演
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
、
職
場
で
働
く
仲
間
か
ら
の

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
、
自
分
な
ら
ど
う
受

け
止
め
る
、
ど
う
対
応
す
る
等
に
つ
い

て
、
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
方
式
で
メ
ン

バ
ー
を
入
れ
替
え
な
が
ら
、
自
由
に
対

話
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
、
佐
藤
良
太
Ｐ
Ｓ
Ｉ

－

Ｊ

Ｃ
ユ
ー
ス
ネ
ッ
ト
共
同
議
長
（
自
治

労
）
が
ま
と
め
を
行
い
、
２
日
間
の
セ

ミ
ナ
ー
を
終
え
た
。

全
消
協
女
性
連
絡
会
主
体
に
よ
る
初
の
行
事
で
、

全
国
か
ら
30
人
の
女
性
消
防
職
員
（
女
性
会
員
含
む
）
が
参
加
！

Ｐ
Ｓ
Ｉ
―
Ｊ
Ｃ
設
立
30
周
年
記
念
講
演

２
０
１
８
年
度
男
女
平
等
セ
ミ
ナ
ー

第
１
回
女
性
連
絡
会
交
流
会

ロ
ー
ザ
・
パ
ヴ
ァ
ネ
リ
Ｐ
Ｓ
Ｉ
書
記
長
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
る
！

講演するローザ・パヴァネリ書
記長
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私
が
全
国
幹
事
に
な
り
、

早
い
も
の
で
10
ヵ
月
が
過
ぎ
た
。

改
め
て
感
じ
た
の
が
、
全
国

消
防
職
員
協
議
会
の
一
致
団

結
す
る
と
い
う
力
強
い
意
志
で
あ
る
。
こ
の
一
致
団
結
の
意
味

は
《
一
つ
の
共
通
の
目
的
や
ゴ
ー
ル
に
む
け
て
協
力
し
あ
い
な

が
ら
物
事
を
進
め
て
い
く
こ
と
》
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
と
も
い
え
る
。
こ
こ
で
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」

と
い
う
言
葉
で
思
い
出
し
た
こ
と
を
話
し
た
い
と
思
う
。

　
「
Ｍ
Ａ
Ｊ
Ｏ
Ｒ
」
と
い
う
漫
画
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、

野
球
選
手
の
息
子
で
あ
る
本
田
と
い
う
少
年
が
、
野
球
を
通
し

て
大
切
な
「
何
か
」
を
見
つ
け
、
成
長
し
て
い
く
内
容
で
あ
る
。

そ
の
中
で
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、
本
田
が
小
学
生
の
時
、

誰
も
信
じ
ず
、
す
べ
て
一
人
で
野
球
を
し
て
い
る
シ
ー
ン
が

あ
っ
た
。
そ
れ
を
見
て
チ
ー
ム
メ
イ
ト
は
や
る
気
を
な
く
し
、

彼
の
言
動
に
聞
く
耳
を
持
た
な
く
な
り
、
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
は

最
悪
な
状
態
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
監
督
が
彼
に
助
言
し
た
。

　
「
チ
ー
ム
な
ん
て
、
初
め
は
み
ん
な
点
で
し
か
な
い
。
で
も
、

そ
の
点
が
信
頼
や
友
情
で
線
と
な
り
、
一
線
は
円
と
な
っ
て

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
な
る
」

　

こ
の
言
葉
は
野
球
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
こ
と
に
い
え
る
と

思
う
。
全
員
で
力
を
あ
わ
せ
、
と
も
に
助
け
あ
う
場
所
、
そ
れ

が
協
議
会
で
あ
る
。
初
め
は
心
細
い
と
思
う
が
、
一
つ
の
会
議

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
繋
が
る
こ
と
が
で

き
る
。
も
ち
ろ
ん
最
初
は
名
前
を
覚
え
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま

う
が
、
名
刺
交
換
か
ら
始
ま
り
、
情
報
共
有
、
い
つ
し
か
友
人

と
し
て
一
緒
に
出
か
け
た
り
。
職
場
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、

「
そ
う
い
え
ば
○
○
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
は
こ
う
し
て
た
な
。
聞

い
て
み
よ
う
」
と
気
軽
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
電
話
が
で
き
る
仲
と
な
り
、

他
の
単
協
と
の
繋
が
り
が
線
に
な
り
、
や
が
て
円
と
な
り
発
展

し
て
い
く
。

　

私
も
会
員
同
士
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」

の
精
神
を
持
っ
て
努
力
し
、
全
国
幹
事
と
し
て
の
責
務
を
果
た

し
た
い
と
思
う
。

本
多 

将
人
（
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
）

今後の予定

全消協第42回定期総会
2018年8月25日土

最新の全消協活動を
配信中です ぜ

ひ
、ア
ク
セ
ス
や「
い
い
ね
！
」を
お
願
い
し
ま
す
。

ユース部
公式Facebook

全消協
公式Facebook

全消協
ホームページ

女性連絡会
公式Facebook

　

２
０
１
８
年
６
月
19
日
、
明
治

大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、

自
治
労
寄
付
講
座
が
行
わ
れ
、
講

師
と
し
て
参
加
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
地
方
公
務
員
志

望
者
の
多
い
学
部
の
学
生
に
対
し
、

地
方
自
治
体
の
役
割
と
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
現
状
や
意
義
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

公
務
員
へ
の
偏
見
や
間
違
っ
た
イ

メ
ー
ジ
を
改
善
し
、
問
題
点
、
課

題
点
を
と
も
に
考
え
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
自
治
労
主
催
の

社
会
貢
献
活
動
で
あ
る
。

　

日
本
の
消
防
職
場
、さ
ら
に
も
っ

と
細
か
く
自
分
の
職
場
の
実
情
を

伝
え
た
上
で
、「
な
ぜ
協
議
会
活
動

を
し
て
い
る
の
か
？
」「
な
ぜ
協
議

会
と
い
う
組
織
が
必
要
な
の
か
？
」

を
率
直
に
伝
え
た
。

　

一
般
的
に
消
防
職
場
は
、
指
揮

命
令
系
統
が
し
っ
か
り

し
て
お
り
、
職
場
環
境

も
良
い
と
思
わ
れ
が
ち

だ
が
、
実
情
を
話
す
と

学
生
か
ら
驚
き
の
声
が

上
が
っ
た
。
改
め
て
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら

も
っ
と
外
へ
発
信
し
て

い
く
必
要
性
を
感
じ
た
。

　
「
日
本
人
は
、
い
ま
だ

に
仕
事
へ
の
忠
誠
・
義

務
を
過
度
に
求
め
て
い

る
と
感
じ
る
。
厳
正
な

規
律
と
統
制
が
必
要
な
故
に
、
パ

ワ
ハ
ラ
や
過
酷
な
労
働
条
件
が
暗

黙
の
領
域
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
嘆

か
わ
し
い
」
な
ど
、
学
生
か
ら
客

観
的
で
鋭
い
感
想
も
い
た
だ
い
た
。

　

最
後
に
、
学
生
達
に
ど
ん
な
職

場
で
あ
ろ
う
と
も
『
そ
こ
に
働
い

て
い
る
職
員
自
身
が
声
を
あ
げ
な

い
と
何
も
変
わ
ら
な
い
！
』
と
伝
え
、

講
演
を
終
え
た
。

全
消
協 

北
信
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事　

返
町 

直
也

消
防
職
員
の
活
動
と
地
方
自
治
体
の
責
任

明
治
大
学
自
治
労
寄
付
講
座

テーマ

講演する筆者

講義を聞く学生たち

※ 前日8月24日（金）19：00～、会員制の任意ではありま
すが、参加者懇親会を開催します。奮ってご参加ください。


